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ガス用品等の性能規定化 
ガス事業法及び液石法の省令では、国が品目毎に具体的な寸法や形状等を定める「仕様規定」の形
で、ガス用品等の技術的な基準を定めていた。 

企業の新技術・製品の開発を円滑化する観点から、現行の「仕様規定」を改め、安全確保に必要な
性能を定める「性能規定」化のための見直しを実施し、平成２８年４月に改正省令を施行した。 

技術基準を満たす目安として、従来の｢仕様規定｣を省令に整合する例として国が示しているが、最
新の技術や製品を反映させたＪＩＳ等公的規格を整合規格として積極的に活用していく。 

 移行に伴う混乱を回避するため、
「性能規定」化された技術基準を満
たす目安として、従来の｢仕様規定｣
を、技術基準（省令）に整合する例
として示す。 

性能規定化のイメージ図 

最新の技術等を反映したＪＩＳ等
の公的規格・民間規格に移行。 

ガス事法、
液石法 

整合規格策定スケジュール 

平成２８年４月以降 
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１．整合規格案の省令（性能規定）への適合性を確認する体制 
 民間団体が作成し、国（事務局）に提出された整合規格案について、ガス事
業法又は液石法の省令（性能規定）に整合し、内規で定める審査基準を満たす
ことが確認された場合、国は整合規格として公表する。 
 

（整合規格の策定及び確認プロセス） 

（１）民間団体による整合規格案の策定 
整合規格案は、ＪＩＳ等の公的規格又は民間規格をベースに策定され、民間
団体から国（事務局）に提案される。 

（２）事務局による確認 
提案された整合規格案が、省令（性能規定）に整合しているか、審査基準を
満たしているかの確認を国（事務局）が行う。これらの条件を満たす場合に
は整合規格として公表する。 

（３）製品安全小委員会への報告 
整合規格について、製品安全小委員会にて報告を行う。 

 
         

 ガス用品等の整合規格制定プロセス 
○ 整合規格案は、JIS等の公的規格及び民間規格をベースに民間団体において策定される。 
○ 民間団体から提案を受けた整合規格案が、ガス事業法及び液石法の省令（性能規定）に整合し、審査基準を満たす場合、整合規格として
公表し、製品安全小委員会にて報告を行う。 

２．審査手順等を明確にする内規の概要 
 審査手順及び審査基準を明確化する内規の制定を予定。
構成としては次案のとおり。 

            （案） 
Ⅰ.審査手順 
   民間団体から提出された案について、整合規格とし
て採用する手続き（左図の（１）～（３）等）を明確化 
 
Ⅱ.審査基準 
  以下の項目を審査基準として定める 
（１）省令との整合性 
（２）規格の公共性 
（３）策定プロセスの公平性及び公開性 
  ①委員会の運営方法の文書化 
  ②委員会が満たすべき基準 
    a. 委員会の構成等 
           b. 委員の任期、会議の成立条件、決議方法 
           c. 議事録の策定 
           d. 意見の適切な処理 
           e. 審議の公開方法 
      ③異議申立ての処理手順 
（４）仕様規定となっていること 
（５）技術的妥当性について説明可能であること 
（６）作成言語 

（２）事務局に 
よる確認 

 
 
 
 

整
合
規
格 

整合規格の策定及び確認プロセス（イメージ） 

    
（１）民間団体 
 （整合規格案の策定） 
 

整合規格案 
（ＪＩＳ等の公的規格・
民間規格をベース） 

（３）製品安
全小委員会へ
の報告 

整合規格案 

公表 
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